
                                           2025/6/18発行 

編集委員：深澤文晴  ,℡:  090-4542-1982, Mail:  f_fukazawa@yahoo.co.jp 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

海
上
自
衛
隊
と
し
て
も
現
地
で
の
捜
索

救
難
や
復
旧
支
援
、
あ
る
い
は
被
災
し
た

方
々
に
対
す
る
生
活
支
援
等
の
た
め
、
組

織
を
挙
げ
て
対
応
し
ま
し
た
が
、
そ
の
中

に
は
需
品
課
が
所
掌
す
る
非
常
用
糧
食

の
支
援
・
運
搬
な
ど
も
あ
り
ま
し
た
。
当

時
は
隊
員
の
た
め
に
調
達
し
た
非
常
用

糧
食
（
い
わ
ゆ
る
缶
詰
飯
）
は
、
大
変
厳

し
い
管
理
規
則
が
あ
り
、
軽
々
に
自
衛
隊

員
以
外
の
方
々
に
お
渡
し
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、

清
﨑
課
長
の
決
心
で
、
日
本
中
か
ら
各
部

隊
が
保
有
す
る
非
常
用
糧
食
を
集
積
し
、

被
災
さ
れ
た
方
々
に
お
渡
し
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
大
英
断
で
あ
っ
た
と
今

で
も
思
い
ま
す
。
も
し
自
分
が
同
じ
立
場

で
あ
っ
た
な
ら
ば
で
き
な
い
決
心
だ
っ

た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
か
ら
１
５

年
ほ
ど
の
ち
、
私
が
横
須
賀
地
方
総
監
部

管
理
部
長
の
折
の
こ
と
で
す
が
、
既
に
退

官
さ
れ
て
い
た
清
﨑
さ
ん
が
湘
南
水
交

会
会
長
と
隊
友
会
湘
南
支
部
長
の
両
方

に
同
時
期
に
就
任
さ
れ
る
ら
し
い
と
い

う
話
を
聞
き
ま
し
た
。「
一
つ
で
も
面
倒

そ
う
な
立
場
な
の
に
よ
く
引
き
受
け
ら

れ
た
な
、
大
丈
夫
な
の
か
？
」
と
大
変
失

礼
な
感
想
を
抱
い
た
も
の
で
す
。
当
然
な

が
ら
、
１
４
年
後
に
自
分
自
身
が
隊
友
会

湘
南
支
部
長
の
後
任
者
に
な
る
と
は
夢

に
も
思
っ
て
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

こ
れ
も
縁
な
の
か
、
ご
配
慮
な
の
か
、

図
ら
ず
も
支
部
長
の
任
を
承
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
一
会
員
と
し

て
、
い
く
つ
か
の
会
合
や
総
会
等
に
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
の
み
で
、
理
事
役
等

と
し
て
支
部
全
体
の
運
営
に
携
わ
っ
た

経
験
は
皆
無
で
す
。 
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現
時
点
で
湘
南
支
部
長
と
し
て
支
部
全

体
を
導
く
に
は
力
量
不
足
で
あ
る
こ
と

は
、
清
﨑
前
支
部
長
と
比
較
す
る
ま
で
も

な
く
明
ら
か
で
す
。
先
日
初
め
て
理
事
役

会
に
参
加
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
お

忙
し
い
本
業
を
抱
え
る
理
事
役
の
皆
様

が
ス
ー
パ
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
で
献

身
的
に
支
部
運
営
に
携
わ
れ
て
い
る
姿

を
拝
見
し
、
深
い
感
銘
を
受
け
る
と
と
も

に
、
感
謝
の
念
を
新
た
に
し
ま
し
た
。
と

同
時
に
、
自
分
に
支
部
長
の
任
が
務
ま
る

の
か
と
い
う
一
抹
の
不
安
を
覚
え
ま
し

た
。
若
い
頃
は
、「
仕
事
は
３
か
月
で
覚

え
ろ
！
そ
の
あ
と
は
申
し
継
ぎ
の
準
備

を
始
め
ろ
！
」
と
い
う
指
導
を
受
け
て
き

ま
し
た
が
、
当
時
に
比
較
し
て
、
柔
軟
性

も
、
体
力
も
、
何
よ
り
い
ろ
い
ろ
な
意
味

で
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
が
大
幅
に
低
下
し

て
い
る
現
状
や
、
ゼ
ロ
か
ら
の
ス
タ
ー
ト

で
あ
る
こ
と
考
え
ま
す
と
、
ま
が
り
な
り

に
も
清
﨑
前
支
部
長
の
レ
ベ
ル
ま
で
達

す
る
に
は
年
単
位
の
時
間
を
要
す
る
の

で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

と
は
言
え
、
陸
続
と
待
ち
構
え
て
い
る

支
部
の
諸
活
動
が
あ
り
ま
す
の
で
、
当
面

は
現
状
把
握
と
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
に
努

め
た
い
と
思
い
ま
す
。
現
時
点
で
は
支
部

長
と
し
て
の
抱
負
も
何
も
あ
り
ま
せ
ん

が
、
た
だ
一
つ
気
に
な
っ
た
の
は
、
清
﨑

前
支
部
長
も
繰
り
返
し
述
べ
ら
れ
て
い

た
会
員
数
の
減
少
傾
向
で
す
。
将
来
の
支

部
の
活
動
を
考
え
る
と
、
こ
れ
は
大
変
重

要
な
課
題
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
な
か
な

か
有
効
な
手
段
が
見
い
だ
せ
な
い
と
こ

ろ
だ
と
は
思
い
ま
す
が
、
一
人
で
も
多
く

の
入
会
者
獲
得
の
た
め
の
方
策
を
練
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
具
体
的
な
ア 

イ
デ
ア
の
あ
る
方
に
は
、
立
場
は
別
に
し

て
、
是
非
ご
意
見
を
承
り
た
い
と
も
思
う

次
第
で
す
。 

 

会
員
の
皆
様
に
は
そ
の
よ
う
な
事
情

を
ご
理
解
の
上
、
寛
恕
い
た
だ
き
ま
す
と

と
も
に
、
特
に
理
事
役
の
皆
様
に
は
ご
協

力
と
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
て
ご
挨
拶
に
代
え
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

令
和
７
年
度
隊
友
会
湘
南
支
部 

総
会
・
防
衛
講
演
会
及
び
懇
親
会
を
開
催 

支
部
理
事
役 

深
澤 

文
晴 

隊
友
会
湘
南
支
部
は
、
５
月
２
４
日
㈯

に
藤
沢
市
商
工
会
館
ミ
ナ
パ
ー
ク
に
て

令
和
７
年
度
支
部
総
会
（
２
８
名
）
防
衛

講
演
会
（
３
９
名
）
及
び
懇
親
会
（
３
５

名
）
を
開
催
し
た
。 

総
会
は
、
国
家
斉
唱
、
昨
年
度
逝
去
さ

れ
た
会
員
に
対
す
る
黙
祷
、
支
部
長
挨
拶

の
あ
と
田
中
理
事
役
を
議
長
へ
選
出
し

議
事
に
入
り
「
令
和
６
年
度
支
部
活
動
・

同
決
算
」
報
告
が
な
さ
れ
、
次
い
で
「
平

成
７
年
度
支
部
活
動
計
画
・
同
予
算
」
及

び
「
支
部
役
員
の
改
選
」
の
３
議
案
が
提

議
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
満
場
一
致
で
承
認
さ

れ
た
。
役
員
改
選
で
は
、
１
４
年
間
支
部

長
を
務
め
た
清
崎
忠
圀
氏
の
退
任
を
認

め
、
新
支
部
長
に
元
海
将
の
中
尾
剛
久
氏

が
選
出
さ
れ
た
。 

議
事
終
了
後
は
、
令
和
７
年
度
支
部
長

表
彰
が
あ
り
８
名
（
内
４
名
欠
席
）
の
特

別
会
員
、
役
員
が
支
部
長
か
ら
表
彰
さ

れ
、
支
部
総
会
は
無
事
終
了
し
た
。 

総
会
終
了
後
、
公
益
社
団
法
人 

笹
川

平
和
財
団 

元
海
将
補 

河
上
康
博
氏
に

よ
る
防
衛
講
演
会
が
「
東
ア
ジ
ア
に
お
け 

 

 

「
就
任
に
際
し
、
ご
挨
拶
」 

湘
南
支
部
長 

中
尾 

剛
久 

隊
友
会
湘
南
支
部
会
員
の
皆
様
、
初
め

ま
し
て
。
令
和
７
年
５
月
２
４
日
の
総
会

に
お
い
て
、
清
﨑
忠
圀
前
支
部
長
の
後
任

と
し
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
、
中
尾
剛
久
（
な

か
お
た
け
ひ
さ
）
と
申
し
ま
す
。
２
０
２

０
年
８
月
に
海
上
自
衛
隊
を
退
官
し
て
５

年
余
り
な
の
で
、
支
部
会
員
の
皆
様
の
中

で
は
若
輩
者
に
当
た
る
か
と
思
い
ま
す
。 

簡
単
に
自
己
紹
介
を
し
ま
す
と
、
私
は
、

昭
和
３
７
年
鹿
児
島
県
の
生
ま
れ
、
現
在

６
２
歳
に
な
り
ま
す
。
縁
あ
り
ま
し
て
茅

ケ
崎
市
に
自
宅
を
構
え
、
現
在
妻
と
３
人

の
娘
と
共
に
住
ん
で
い
ま
す
。
現
役
の
頃

は
各
地
を
転
々
と
し
て
お
り
ま
し
た
の

で
、
茅
ケ
崎
市
民
に
な
り
ま
し
た
の
は
た

っ
た
５
年
前
に
な
り
ま
す
。
防
衛
大
学
校

（
２
９
期
）
卒
業
後
、
昭
和
６
０
年
に
海

上
自
衛
隊
に
入
隊
し
ま
し
た
。
海
幹
候
は

３
６
期
に
な
り
ま
す
。
遠
洋
練
習
航
海
を

終
え
、
初
級
幹
部
の
頃
は
護
衛
艦
に
乗
組

ん
で
い
ま
し
た
が
、
経
補
幹
部
要
員
の
指

定
を
受
け
、
以
後
は
主
と
し
て
経
理
補
給

な
ど
の
後
方
支
援
分
野
の
配
置
・
勤
務
を

重
ね
、
佐
世
保
地
方
総
監
を
最
後
に
退
官

し
ま
し
た
。 

ま
ず
、
１
４
年
間
の
永
き
に
わ
た
り
隊

友
会
湘
南
支
部
長
と
し
て
尽
力
さ
れ
、
当

支
部
に
対
し
多
大
の
ご
貢
献
を
い
た
だ
き

ま
し
た
清
﨑
前
支
部
長
に
衷
心
か
ら
感
謝

を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
敬
意
を
表

し
ま
す
。 

私
の
初
め
て
の
海
幕
勤
務
は
、
平
成
６

年
８
月
に
着
任
し
た
需
品
課
需
品
班
員
で

し
た
が
、
こ
の
時
需
品
課
長
と
し
て
私
を

迎
え
て
い
た
だ
い
た
の
が
清
﨑
前
支
部
長

で
し
た
。
そ
の
翌
年
の
１
月
に
阪
神
淡
路

大
震
災
が
生
起
し
ま
し
た
。 
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神
奈
川
県
隊
友
会 

感
謝
状
・
表
彰
状 

感
謝
状 

被
贈
呈
者
２
名
（
敬
称
略
） 

⑴
特
別
会
員 

金
子
勇
二 

⑵
特
別
会
員 

日
下
部
亘
男 

表
彰
状 

被
贈
呈
者
２
名
（
敬
称
略
） 

⑴
湘
南
支
部
理
事
役 

荻
原
洋
聡 

⑵
湘
南
支
部
顧
問 

 

岩
﨑
政
弘 

    

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

令
和
７
年
度
年
会
費
納
入
者
（
順
不
同
・
敬
称
略
） 

湘
南
支
部
長
（
五
月
二
十
二
日
現
在
） 

次
の
会
員
各
位
か
ら
年
度
会
費
を
納
入
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
協
力
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。 

協
力
会
員 

 

岩
岸
久
子
、 

特
別
会
員 

喜
瀬
美
恵
子
、 

正
会
員 

池
田
周
平
、 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

新
入
会
員
の
お
知
ら
せ
（
敬
称
略
） 

正
会
員 

 

・
高
橋 

亮 

予
備
自
衛
官 

る
軍
事
的
脅
威
と
そ
の
対
策
―
無
人
機
に
よ
る

脅
威
を
中
心
に
―
」
と
題
し
て
行
わ
れ
た
。
講

師
は
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
日
本
の
立
ち
位
置
と

し
て
世
界
で
最
も
厳
し
い
安
全
保
障
環
境
に
あ

る
と
話
さ
れ
た
。
ま
ず
、
ロ
シ
ア
と
ウ
ク
ラ
イ

ナ
戦
争
の
将
来
と
し
て
、
ロ
シ
ア
が
勝
利
し
た

場
合
、
世
界
が
力
に
よ
る
一
方
的
な
現
状
変
更

を
容
認
し
た
こ
と
と
な
る
。
次
に
、
中
国
に
よ

る
台
湾
統
一
の
シ
ナ
リ
オ
で
あ
る
。
繰
り
返
す

台
湾
周
辺
で
の
軍
事
演
習
に
よ
る
サ
ラ
ミ
ス
ラ

イ
ス
戦
略
、
サ
イ
バ
ー
や
海
底
ケ
ー
ブ
ル
切
断

等
に
よ
る
通
信
遮
断
、
経
済
封
鎖
に
よ
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
や
食
料
品
の
途
絶
な
ど
段
階
的
に
進
め

ら
れ
て
い
る
で
は
と
説
明
さ
れ
た
。
最
終
的
に

は
、
台
湾
周
辺
に
機
雷
を
敷
設
し
同
盟
国
が
台

湾
海
峡
付
近
で
の
作
戦
行
動
は
困
難
に
な
る
と

話
さ
れ
た
。
ま
た
、
台
湾
海
域
に
敷
設
さ
れ
た

機
雷
は
、
時
間
と
共
に
海
流
に
乗
っ
て
日
本
海

域
に
流
れ
着
い
て
し
ま
い
日
本
の
存
立
危
機
事

態
に
も
な
る
。 

日
本
に
お
い
て
は
、
軍
事
的
抑
止
、
経
済
的

抑
止
、
文
化
的
抑
止
を
進
め
て
い
る
段
階
で
あ

る
が
、
中
で
も
水
上
・
水
中
無
人
機
（
Ｕ
Ｓ
Ｖ
・

Ｕ
Ｕ
Ｖ
）
の
早
期
戦
力
化
が
２
０
２
７
年
ま
で

に
は
必
要
に
な
る
と
、
資
料
を
基
に
分
か
り
易

く
講
演
さ
れ
た
。
出
席
者
か
ら
積
極
的
な
意
見

や
質
問
が
多
々
あ
り
、
誠
に
時
宣
を
得
た
講
演

で
活
気
の
あ
る
防
衛
講
演
会
と
な
っ
た
。 

 

防
衛
講
演
会
に
引
き
続
き
懇
親
会
は
、
星
野

剛
士
衆
議
院
議
員
、
松
長
泰
幸
県
議
会
議
員
、

本
日
の
講
師
河
上
康
博
氏
は
じ
め
来
賓
多
数
の

ご
出
席
の
も
と
、
テ
ク
ノ
ブ
リ
ッ
ジ
㈱
牛
尾
裕

春
氏
に
よ
る
乾
杯
で
始
ま
っ
た
。
中
で
も
講
師

を
務
め
ら
れ
た
河
上
氏
の
周
り
に
は
多
く
の

方
々
が
輪
を
な
し
議
論
に
花
が
咲
い
た
。
盛
り

上
が
っ
た
懇
親
会
も
高
木
幸
夫
支
部
相
談
役
の

中
締
め
に
よ
り
、
令
和
７
年
度
総
会
・
防
衛
講 

編
集
後
記 

今
後
と
も
各
種
ジ
ャ
ン
ル
に
亘
る
、
ご
寄

稿
の
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

「支部の予定」 

・07/05（土） 

 第４回支部理事役会 

・07/18（金） 

 ７月号隊友紙発送 

・08/02（土） 

 第５回支部理事役会 

・08/18（月） 

 ８月号隊友紙発送 

・08/中旬 

 部隊研修計画 

・09/13（土） 

 第６回支部理事役会 

・09/22（月） 

 ９月号隊友紙発送 

演
会
・
懇
親
会
の
一
連
の
行
事
が
無
事
終
了
し

た
。 な

お
本
総
会
、
防
衛
講
演
会
及
び
懇
親
会
に

対
し
次
の
方
々
か
ら
祝
電
を
頂
戴
し
ま
し
た

事
、
感
謝
の
気
持
ち
と
共
に
お
名
前
を
ご
披
露

致
し
ま
す
。 

・
平
塚
市
長 

落
合
克
宏
様
、
茅
ケ
崎
市
長 

佐

藤
光
様
、
鎌
倉
市
長 

松
尾
崇
様
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。 

          

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

湘
南
支
部 

感
謝
状
・
表
彰
状 

次
の
会
員
が
令
和
７
年
度
、
総
会
に
お
い
て

支
部
長
か
ら
長
年
の
勤
務
及
び
功
績
に
対
す
る

表
彰
状
及
び
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
の
で

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。 

１ 

感
謝
状 

被
贈
呈
者
（
功
績
等
）
６
名 

（
敬
称
略
） 

⑴
特
別
会
員 

大
野
直
人
（
支
部
活
動
に
積
極

的
な
参
加
、
支
部
の
発
展
向
上
に
貢
献
） 

⑵
特
別
会
員 

小
池
淑
子
（
支
部
活
動
に
積
極

的
な
参
加
、
自
衛
隊
神
奈
川
音
楽
ま
つ
り
の

協
賛
等
を
通
じ
防
衛
基
盤
の
育
成
に
貢
献
） 

⑶
特
別
会
員 

塚
本
昌
紀
（
藤
沢
市
議
会
議
員

と
し
て
多
忙
な
中
、
支
部
の
活
性
化
発
展
向

上
に
貢
献
） 

⑷
特
別
会
員 

藤
井
孝
剛
（
支
部
活
動
に
積
極

的
な
参
加
、
支
部
の
活
性
化
発
展
向
上
に
貢 

献
） 

⑸
特
別
会
員 

宮
城
覺
映
（
支
部
活
動
の
発

展
向
上
に
貢
献
、
自
衛
隊
神
奈
川
音
楽
ま

つ
り
の
協
賛
等
を
通
じ
防
衛
基
盤
の
育
成

に
貢
献
） 

⑹
特
別
法
人
会
員 

櫻
井
貴
裕
（
支
部
活
動

の
発
展
向
上
に
貢
献
、
自
衛
隊
神
奈
川
音

楽
ま
つ
り
の
協
賛
等
を
通
じ
防
衛
基
盤
の

育
成
に
貢
献
） 

     

２ 

表
彰
状 

被
贈
呈
者
（
功
績
等
）
２
名 

（
敬
称
略
） 

⑴
理
事
役 

西
村 

剛
（
名
所
旧
跡
探
勝
等

各
種
の
企
画
に
よ
り
会
員
相
互
の
融
和
団

結
、
地
元
大
学
生
と
の
親
交
を
通
じ
幹
部

候
補
自
衛
官
候
補
生
へ
の
入
隊
促
進
、
支

部
活
動
の
活
性
化
に
貢
献
） 

⑵
理
事
役 

佐
藤
友
昭
（
支
部
ニ
ュ
ー
ス
の

印
刷
・
配
送
準
備
を
所
掌
さ
れ
円
滑
な
配

布
の
実
施
、
自
衛
隊
神
奈
川
音
楽
ま
つ
り

の
実
行
委
員
と
し
て
貢
献
） 

    

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

隊
友
会
本
部 

表
彰
状
（
敬
称
略
） 

⑴
湘
南
支
部
名
誉
顧
問 

清
﨑
忠
圀 

⑵
湘
南
支
部
理
事
役 

 

高
鹿
治
雄 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

湘南支部総会 支部長挨拶 

講師：河上康博氏 

 

 

 

 

 

小池淑子 氏 

塚本昌紀 氏 佐藤友昭 氏 

西村 剛 氏 

 

 

 

清﨑忠圀 氏 

日下部亘男氏 

荻原洋聡 氏 

岩﨑政弘 氏 

 

 

 

 

高鹿氏 表彰状 


